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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、最後になりますが、防災安全課（〇〇支所）より自主防災組織の活動支援や避難に関することを中心にお話しさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は（１）防災基本条例が定める基本理念（２）自主防災組織に期待される活動・役割（３）連携による自主防災組織の活動の活性化（４）自主防災組織の活動支援（５）避難情報（６）避難所（７）市からの防災情報伝達、（8）十日町市総合防災訓練の振り返り、以上８点についてお知らせさせていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
初めに自主防災組織の皆様からになっていただく役割について説明させていただきます。
十日町市防災基本条例の前文に「私たちは、自分の身の安全は自分で守る「自助」、地域において相互に助け合い、お互いを災害から守る「共助」、市が市民及び事業者を災害から守る「公助」このように理念が述べられています。
平成７年に発生した阪神・淡路大震災では、生き埋めや閉じ込められた際の救助の約97％が自助・共助によるもので、公助により救助された割合は３％と言われています。
それぞれの責務及び役割に応じ、連携を図りながら災害対策に取り組んでいかなければ大規模災害への対応は困難となります。
自主防災組織の皆様からは、地域連携の要となる共助として取り組んでいただいております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、総務省消防庁作成の『自主防災組織の手引』が令和５年３月に改訂されましたので、改めて自主防災組織に期待される活動・役割などについて説明させていただきます。また、この手引きは総務省消防庁のHPからダウンロードできますのでお時間のある時にご一読ください。
当市は、中越大震災を契機に自主防災組織の結成を推進してまいりましたが、中越大震災から約19年がたち、また、コロナ禍の影響等で訓練等の活動が制限されていたこともあり、自主防災組織の活動等滞っているというご相談をいただいておりますので、この機会に改めてご確認ください。�
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、地震災害を例に説明させていただきます。この資料は地震災害時における初動対応の時期に期待される活動を表したものです。自主防災組織は初動対応以降も復旧・復興に向けて、他団体と連携しながら、継続的な活動が求められています。また、災害時の活動においては、まずは、自身及び家族の安全確保が前提として行われるものとなりますのでご理解ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に風水害を例に説明させていただきます。地震災害時の活動と同様に、風水害時においても時期に応じた的確な活動が求められますが、突然襲ってくる地震とは異なり、風水害はその発生までにある程度の時間があるため、被害が及ぶ危険を避けるために、早期に情報伝達や避難といった行動をとることによって、大規模な被害を抑えることが可能となります。
したがって、風水害時の活動の内容については、避難後の行動等、前項の地震災害時の活動を基本とするほか、避難等の事前行動が重要となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、連携による自主防災組織の活動の活性化について説明させていただきます。
地域において協力して安心・安全のための活動を進めるにあたっては、何よりも地域コミュニティが機能していることが必要であり、そのためにも地域防災活動の核としての自主防災組織が重要となります。
地域で安心・安全のための活動を進める際に重要なことは、地域の結びつき（コミュニティ）の強化であり、「地域を守る」という目的に向かって、地域住民が一体となって取り組む環境づくりが求められます。そのために、地域における自主防災組織や他の活動団体が相互に連携し、ネットワークをつなげることにより活動の活性化を図ります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近隣の自主防災組織と相互の応援協力体制や地域の自主防災組織間における情報・人的交流や防災まちづくりの共同実施等、友好な関係を築いておくことが必要となります。また、こうした組織間の連携が大規模災害時の効果的な防災活動につながると期待されます。
また、こうした自主防災組織間の連携した活動は、各自主防災組織の長所や短所を補い合い、地域間の防災活動にみられる格差の解消等の効果も期待されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大規模な災害が発生した際には、市町村や常備消防の対応だけでは限界があるため、自主防災組織、消防団等の総力を挙げて災害に対処する必要があります。
こうした中で、自主防災組織としては地域の様々な団体と連携していくことが必要となりますが、中でも消防団との連携が重要であり、自主防災組織の運営や防災知識、技術を身につけるための良きアドバイザーとして日頃から消防団と交流を図り、ともに地域を守る組織として協力しあうことが求められています。こうした地域防災の両輪である自主防災組織と消防団が連携することによって、地域防災力のさらなる向上につながっていきます。
また、常備消防や自治体と連携することは、防災に関するアドバイザーとしてだけでなく、災害時における災害情報を収集する上でも重要となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域防災力の向上においては、中核を担う自主防災組織が住民の防災意識を高め、自発的な参加を促す活動を行うことが重要となります。加えて、地域の様々な団体と連携した幅広い活動を展開することによって、地域社会とのつながり、結びつきを強め、現代社会に対応しうる新たな人的ネットワークの構築を図る必要があります。
また、自主防災組織の活動課題の解消、活動の活性化においても、こうした取組みは有効な手法となります。
なお、他団体との連携にあたっては地域によって様々な組み合わせ考えられますが、主なものとして、図のような連携が考えられます。
昨年度まで合同で研修会を実施していた民生委員・児童委員とは、避難行動要支援者対策での連携が有効とされています。民生委員・児童委員の型は市報等で公表されていますので、自主防災組織の方から連絡をとっていただき、平時からの協力関係を構築することが災害対応においては効果的ですので、取組をお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害対応の際に、特に事前の備えが重要とされている避難行動要支援者支援について説明します。
この図は避難行動要支援者支援の全体像を示すイメージです。
名簿を作成する「市」のほか、災害時に支援を必要とする「避難行動要支援者」、日頃の見守りや現状把握、地域の支援体制づくりを進める「避難支援等関係者」、実際に支援する「避難支援者」の相互の関係性を示したものです。自主防災組織の皆さんは左下の「避難支援等関係者」に位置付けられます。


. BRTHESIEESS

(BB DIERR~1RMH (TDXTIm) ]
[ﬁﬂﬁ%%ﬁ[%ﬁ%ﬂ%%ﬁ%%%%@%%Eﬁt%%@%ﬁ%]

[ = " [ =l

|
\Q | PEs ! % | FEREESLEXEERE |
[ p— 1 | o o o o e e e e e e e e e

(=zmaes PEEs ) ( =zmaes 289
L mmnomy b smmescms
(eneimssnnma ) (entseimesnarmas )
- ENEDRBZER(T. SEZEH - ABXNREANELL49RND115318
FlRFEBE U C. BIEEDSDEAD DMEICEDS. WEDEE L. 2
RBAJBBRODFICTER [FWEBDLRL T IENDDHDIHE
- ABERTBIC B SHADE BT, Fﬁﬁi}ﬁﬁw%ﬁiﬁluﬁgf
|CZBEREICIEA [REC& S a iRt
- ZEEREICER

(RSS2 IR HRIRS]
BERNER (BiesSFE20) « REEZS. BHbE. EREB. ASEGUmES. REM 12


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この画面は、市が行うこととされている、名簿作成から名簿の提供を図に表したしたものです。対象者に名簿情報の外部提供に係る同意確認を行い、同意された方の名簿と、不同意の方を含めた要支援者全員分の名簿を作成します。
同意者名簿は、引き続き、避難支援等関係者に提供いたします。平時における見守り活動や避難支援体制づくり、災害発生時の安否確認等に活用してください。
また、不同意者を含めた全員分の要支援者名簿は、今後、災害対策基本法第49条の11第３項の規定に基づき、災害が発生し、又は災害が発生する恐れがある場合において、避難支援等の実施に必要な限度で提供します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、『自主防災組織への活動支援』についてご説明します。防災訓練などコロナ禍の中でなかなか開催が難しい現状ではございますが、市では自主防災組織など地域コミュニティ単位での訓練の実施に対する支援をはじめ、様々な取り組みを行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１つ目が、防火防災訓練 災害補償等 共済です。これは、自主防災組織など地域コミュニティが防災訓練を行ったときに、万一の事故などが発生した場合の補償を行うものです。補償の適用には事前に『防災訓練計画届出書』の提出が必要となります。ホームページからダウンロードできますので、防災訓練を実施することが決まりましたら、防災安全課もしくは各支所地域振興課まで届け出をお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目は、防災訓練への講師派遣です。講師は、「ＮＰＯセーフティネットぼうさい」さんです。この講師派遣事業を希望される場合は、防災安全課もしくは各支所地域振興課へ先ほどの『防災訓練計画届出書』とあわせてご連絡をお願いします。開催準備などもございますので、おおむね１カ月程度前にはご連絡をお願いいたします。
また、申し込みが複数重なったときなど、希望する日に講師派遣できない場合もありますので、派遣を受けたいときは計画が決まりましたら、お早めにご連絡をお願いいたします。なお、講師派遣にかかる謝礼・報酬などの費用は負担いただかなくて結構です。

訓練内容や申込み手続き等に関しましては、記載のとおりとなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３つ目は、訓練用資機材の貸し出しです。市では、水消火器（12本）と、模擬AEDセット（３セット）を用意しております。こちらについてもホームページからもダウンロードできますので、借用を希望する場合は、申請書を防災安全課もしくは支所地域振興課へ事前に連絡し、貸出申請書の提出をお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
４つ目は、十日町市自主防災組織補助金についてです。十日町市では新潟県の行っている地域防災力向上支援を活用し、自主防災組織が、自主防災組織のみの活動ではなく、学校や消防団、事業所などを巻き込んで、訓練や講座等を実施した場合や防災資機材を購入する場合に、その経費を1/2補助します。
こちらについても、ホームページに条件の詳細、申請書等ありますので、お時間のあるときにご確認ください。

以上が、自主防災組織の活動支援に関することについてのお知らせとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国の避難情報については令和３年の５月から市民に対しての避難情報が変わりましたので、改めて確認のためお知らせいたします。
主な変更点としては紫色の部分、従来の「避難勧告」が廃止され、警戒レベル４の「避難指示」となり、危険な場所からの避難となりました。
赤色の部分が、警戒レベル３で「高齢者等避難」に変わり、避難に時間のかかる高齢者や障害のある人は、危険な場所から避難に替わりました。

市からは状況により警戒レベル３「高齢者等避難」、警戒レベル４「避難指示」が発令されますが、市から出る避難情報は、インターネット等の警戒レベルと同時に出るとは限りません。
防災行政無線を活用して地域や地区を限定した「避難情報の発令」を想定していますので、市からの発信される情報に注意をしてください。

以上が、避難情報についてのお知らせとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、『避難所』について説明をさせていただきます。資料をご覧ください。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
避難情報に基づき、緊急的な避難の必要が生じた際の、避難ルートの主なイメージ図になります。
十日町市では災害対策基本法に則り、十日町市指定避難所を指定しております。これは、災害から命を守るために緊急的に避難する駐車場やグラウンドなどの「指定緊急避難場所」と耐震化されている施設や電気・水道等が整っている学校・体育館など一定期間滞在する「指定避難所」を指定したものです。
なお、災害時の「公助」として、市では令和３年度整備された防災行政無線での情報伝達、指定避難所の対応、救援物資の受入・配送、被害状況確認・復旧、被災者支援など様々な対応を行ってまいりますが、できることには自ずと限りがあります。個人が周囲から情報を得ながら、自ら判断し行動する「自らの命は自らが守る」という「自助」の意識や、判断に迷っている隣近所への「声の掛け合い」による避難行動など「共助」の役割も重要です。こうしたことから、緊急時に町内の人が最初に集まり安否確認など行う、原則屋外の「地区緊急避難場所」と、原則屋内の「地区避難所」を各町内会等で選定していただいております。また水害や土砂災害などの時には、状況に応じて自宅、知人宅、親類宅など近くの建物の中で高層階へと移動し、避難する「垂直避難」やコロナ禍における３密を回避した避難の方法として「車中泊避難」もあります。
これを機会に、各自の避難ルートや安全な避難方法の確認などを行っていただき、防災意識の高揚や、組織のさらなる強靭化に繋がってほしいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「指定緊急避難場所」、「指定避難所」となっています。それぞれ49箇所あります。文字が小さく見づらくて申し訳ありませんが、市のホームページにも掲載しておりますので、ご確認いただければと思います。
あらためまして、お住まいの地域の指定緊急避難場所や指定避難所の確認をお願いします。

以上が、避難所に関することについてのお知らせとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、『避難所の運営』について説明をさせていただきます。資料をご覧ください。 
こちらは「十日町市避難所運営マニュアル」からの抜粋です。
避難所の運営は、共助として自主防災組織の皆様を含めた地域で避難所運営員会を設置しての運営をお願いしております。
その中で、市職員（避難所担当職員）は、災害対策本部との連携役となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、『市からの防災情報伝達手段』について、ご説明いたします。現在の主な防災情報伝達手段は次の通りとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１つ目ですが、デジタル同報系防災行政無線になります。屋外スピーカーは89基、戸別受信機は全世帯で、約18,000台を配布しており、災害情報、熱中症アラート、熊情報等の防災情報に加え、マイナンバーの申請やイベントのご案内等の行政情報と多岐にわたり使用しています。
現在、毎週月曜日夕方に通信確認のために、放送を入れておりますが、音声が途切れる、聞こえが悪いなど通信に不安を覚える場合は、修繕等、受け付けておりますので、ご連絡ください。
また、お近くの方でまだ設置されていない方がいらっしゃいましたら、防災上重要なツールになりますので、自主防災組織の皆様からも設置をおすすめください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目は、十日町あんしんメールです。あんしんメールは、携帯電話などに電子メールが配信されるサービスです。利用登録が必要ですが、大雨などが予想される場合は早い段階から前触れの注意警戒情報など、幅広い内容で活用をします。大規模な災害時には、迅速に情報伝達のできる重要な手段となりますので、登録がお済みでない方は、この機会に利用登録をお願いします。


7L EHOSDIFERINEE

R s

| BA% - £FIER

BAREEHDLE | mEmEsE i
EEUERRELI | | Sy ks
| EHETLEME Fh
| KTRST (e
| dwux xppIrtx
| NHKBIER #08LEDHL
| PM2.5 x&u5s || BBNHKIDE |
_______ | 5=##>51> || [H Hybridcast |

| EEsEconT | umBEonT |

EE

B [P

R 105 — DRSS
™
*

4
__t—; .ll‘

759y BS CS

| a=ik  FEE+aIT FIREKE 1565 Onn/ks
= *ﬁrﬁgﬁ T#AEsLT) i . 15 18 21 1) (A 5

[ o~ @ | o | 9 |
s&ma‘ﬁ:ﬂzﬁama: éa:-?ﬂat e | » 19 Ll s 15 i

il 1~~xn-w=:-u- H.ﬂlib?‘ﬁfiﬂ‘tb. asm&fsmnp-_”

T— 2 BAER

[ 13- 14. 15[ 16
L ]

26

+BEMICET MK - £EFR MEPXRIFR


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に各ご家庭からの情報収集手段についてです。市からの情報伝達以外にも、現在、ご家庭でも簡単にテレビやインターネットなどで情報収集が可能な時代となりました。
迅速な情報収集と対応が防災・減災の第一歩になります。
資料にあるとおり簡単に情報の取得ができますので、これらを活用し、災害時などは市からの情報だけでなく、皆さまでも積極的に情報収集を行っていただければ幸いです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、スマートフォンにはここに紹介するものの他に様々なアプリがあり、「プッシュ通知」による情報収集が可能となっています。無料のものも多くありますのでぜひご活用ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
令和４年度十日町市総合防災訓練は地域と参加者を限定して実施したため、訓練成果を共有するため、総合防災訓練についての振り返りをさせていただきます。
総合防災訓練は、災害対策基本法第及び十日町市地域防災計画に基づいて実施するものです。毎年１回実施していましたが、コロナ禍の影響により中断していたため、令和４年度は３年ぶりの開催となりました。
訓練項目は、１日目が住民参加型の「避難経路確認及び合同避難所開設訓練」とし、訓練内容は①緊急時情報伝達訓練（市内全域）、　②安否確認訓練及び避難経路確認（高山地区、中条地区のみ）、③避難所開設訓練（川治・六箇地区、中条地区のみ）、④避難所開設研修会（高山地区、中条地区のみ）とし、２日目が職員訓練の「災害対策本部設置・運営訓練」　とし、訓練内容は⑤災害対策本部設置・運営訓練、⑥避難所開設訓練（川治・六箇地区、中条地区以外）となります。
この訓練の目的と効果は、初めにも説明しましたが、コロナ対策として密を避けるため、12月４日（日）と12月21日（水）の２日間に分けて実施しました。また、ウィズコロナ・ポストコロナに対応した防災訓練を検討していくための新たなチャレンジの第一歩として実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
個別の訓練内容を説明します。
緊急時情報伝達訓練は、防災行政無線、十日町あんしんメール、緊急速報メール等による情報伝達訓練を実施し、訓練会場である高山地区、中条地区で防災行政無線により、訓練全般に関する情報伝達を実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
安否確認訓練及び避難経路確認は、避難行動要支援者の安否確認及び地区避難所までの避難経路確認を実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
避難所開設訓練は２日間で全地区実施しました。また、写真にもありますように冬期間、雪が降る場合の開設場所、冬期間に閉鎖される入口の確認などを実施しました。


THA4EETBEHRAMHKIE (SHHEFMARTHESR)

. BRERUMGRT -
SHA4FE12H4B8(H)9:30~11:00(F LK, F5H#hX)
Bl #2005 (#3700\ ) "

SR RSt X B F KR EF
NgEMBUERNSE

5 7 8t 2 AT B AR HME R N B 2 P B A D JE AR AN A%

T e T L —.

32


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
避難所開設研修会は、研修及び避難所資機材の活用訓練を実施しました。避難所資機材の活用訓練では、コロナ禍の影響を考慮してのゾーニングやテント設営などを実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
災害対策本部設置・運営訓練は、災害対策本部員に加え、十日町地域消防本部、十日町地域振興局、十日町警察署、東北電力ネットワーク（株）、十日町市社会福祉協議会などの関係機関に参集いただき、防災行政無線とあわせて導入した防災情報システムを活用した訓練を実施しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に今回の訓練をつうじての成果とまとめです。
まず成果ですが、１点目、コロナ対策を実施したことにより３年振りに総合防災訓練を開催できました。また、訓練参加による感染の報告もありませんでした。
令和４年度はコロナ禍での訓練ということで、参加者、内容等を限定した訓練となりましたが、コロナの５類移行を受けて、訓練内容も見直しを実施したいと考えております。
各地域でも訓練が中断していることへのご不安なども相談いただいておりますが、まずは継続的に訓練を実施することが重要ですので、できるだけの訓練をお願いします。訓練内容等の不明な点に関しては防災安全課までご相談ください。
２点目として令和３年１０月に全面運用を開始した防災行政無線を活用して初めて総合防災訓練を開催することができました。
コロナ関係に広報などで活用は進んでいましたが、初めて訓練での使用となります。
次に課題ですが、１点目は冬期間の訓練ということで、暖房器具等は準備しておりましたが、前日からの積雪により気温が低く、ストーブ等だけでなく更なる寒さ対策が必要となることが確認できました。�避難所は体育館が多く寒さも厳しいため、避難される方からも、できるだけ防寒用の服装やホッカイロ等の備蓄をお願いする必要があることが確認できましたので、呼びかけをしていきたいと思います。
積雪時は除雪状況により避難所入口が使用できない場合があり、冬期間の避難所の状況を事前に確認し、除雪状況等による随時、出入口の変更等をする必要があることが確認できました。
参加者、会場等を限定したため十分な訓練ができたとは考えておりませんが、まず、訓練を実施できたことで新たな課題について確認することができました。
施設管理者と協議し、事前の確認をしっかりと行いたいと考えております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結びになりますが、自主防災組織の皆様の活動に感謝と敬意を表しまして、防災安全課からの説明を終わりにしたいと思います。ご清聴いただきまして、誠にありがとうございました。


	�　　自主防災組織の活動について�
	目次
	（１）防災基本条例（H27）が定める基本理念
	スライド番号 4
	地震災害時に期待される活動・役割
	風水害時に期待される活動・役割
	スライド番号 7
	自主防災組織間の連携
	消防団・常備消防等との連携
	その他地域の様々な団体との連携
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	令和４年度十日町市総合防災訓練（緊急時情報伝達訓練)
	令和４年度十日町市総合防災訓練（安否確認訓練及び避難経路確認)
	令和４年度十日町市総合防災訓練（避難所開設訓練)
	令和４年度十日町市総合防災訓練（避難所開設研修会)
	令和４年度十日町市総合防災訓練（災害対策本部設置・運営訓練)
	成果と課題（主なもの）
	スライド番号 35

